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【さんむ都市計画区域】  

１ 都市計画の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①本区域の基本理念 

本区域は、千葉県の東部、九十九里海岸の中央にあり、県都千葉市や成田国際空港（以

下「成田空港」という。）まで約 10～30km、東京都心から約 50～70km 圏内に位置してい

る。地形は、丘陵地域、市街地地域、田園地域及び海浜地域からなっている。 

丘陵地域は、山武杉に代表される豊かな樹林と緩やかな地形に広がる畑、さらに平地

部の水田と豊かな地下水や河川環境など、首都圏内の都市近郊にありながら自然がまと

まって存在している。 

市街地地域は、斜面林の緑を背景に成東駅、松尾駅を中心とする市街地と田園風景の

中に集落が点在する緑豊かな都市景観を構成し、商業・流通業、工業などを巧みに取り

入れ発展を遂げてきた。 

●さんむ都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 

１．都市計画の目標 

 

１）都市づくりの基本理念 

①千葉県の基本理念 

本県では、人口減少や少子高齢化の進展、首都圏中央連絡自動車道(以下、「圏央道」

という。)等の広域道路ネットワークの波及効果、防災性の向上、低炭素社会の構築、

豊かな自然環境の保全等、都市を取り巻く社会情勢の変化や、それに伴う課題に対応し

た都市計画の取り組みが必要となっている。 

このような状況を踏まえ、本県の今後の都市づくりは、「人々が集まって住み、活力

あるコミュニティのある街」「圏央道等の広域道路ネットワークの波及効果により活性

化する街」「人々が安心して住み、災害に強い街」「豊かな自然を継承し、持続可能な

街」の４つの基本的な方向を目指して進めていく。 

 

「人々が集まって住み、活力あるコミュニティのある街」 

低未利用地や既存ストックなどを活用しながら、公共公益施設等の生活に必要な施設

を駅周辺や地域拠点に集積させ、公共交通等によりアクセスしやすいコンパクトな集約

型都市構造とし、地域コミュニティが活性化したまちづくりを目指す。 

 

「圏央道等の広域道路ネットワークの波及効果により活性化する街」 

  広域道路ネットワークの整備を進めるとともに、インターチェンジ周辺等にふさ

わしい物流などの新たな産業集積を図り、雇用や定住の促進により、地域の活性化を目

指す。 

 

「人々が安心して住み、災害に強い街」 

延焼火災を防ぎ緊急輸送路ともなる幹線道路、様々な災害に対応するための避難路や

公園等のオープンスペース等の整備・確保、河川や都市下水路等の治水対策、密集市街

地の解消などを進め、安全性、防災力を向上させた都市の形成を目指す。 

 

「豊かな自然を継承し、持続可能な街」 

身近な自然環境を保全・創出し、景観に配慮した良好な居住環境の形成や低炭素社会

に配慮した持続可能なまちづくりを目指す。 

 

②本区域の基本理念 

本区域は、千葉県の東部、九十九里海岸の中央にあり、県都千葉市や成田国際空港ま

で約１０～３０km、東京都心から約６０km 圏内に位置している。地形は、丘陵地域、市

街地地域、田園地域及び海浜地域からなっている。丘陵地域は、山武杉に代表される豊

かな樹林と緩やかな地形に広がる畑、さらに平地部の水田と豊かな地下水や河川環境な

ど、首都圏内の都市近郊にありながら自然がまとまって存在している。 

市街地地域は、斜面林の緑を背景に成東駅、松尾駅を中心とする市街地と田園風景の

中に集落が点在する緑豊かな都市景観を構成し、商業・流通業、工業などを巧みに取り

入れ発展を遂げてきた。 

田園地域は、作田川及び木戸川が太平洋に注ぐ変化に富む自然環境に恵まれ、首都圏
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田園地域は、作田川及び木戸川が太平洋に注ぐ変化に富む自然環境に恵まれ、首都圏

への生鮮食料の供給地としての機能を担ってきた。 

海浜地域は、田園地域から連続した田園風景と九十九里海岸の自然環境の中に、昭和

46年から九十九里レクリエーション都市構想に基づいて広域的な大規模公園である県立

蓮沼海浜公園が整備されるなど、首都圏における海洋レクリエーション地としての機能

を担ってきた。 

本区域は、昭和 53 年の成田空港の開港を受け、昭和 61 年には主要地方道成田松尾線

が開通、さらに、平成 10 年には首都圏中央連絡自動車道（以下「圏央道」という。）の

一部となる千葉東金道路が延伸されたことにより、首都圏各地域との交通ネットワーク

が発達した。また、時期を同じくして開発需要が高まり、住宅、商業、工業等の立地が

進展した。 

しかしながら、その後、人口減少・少子高齢化、財政状況の逼迫化等の社会経済情勢

の変化に直面し、平成 18 年 3 月には蓮沼村、松尾町、山武町及び成東町の 4 町村の合

併が行われた。昨今においては、人口減少・少子高齢化社会の進行や安心・安全に対す

る意識の高まり、環境問題の深刻化など、本区域を取り巻く社会情勢は大きく変化して

きている。 

このことから、旧町村における都市機能や公共サービスが既に一定程度集積した地域

を拠点として、公共交通を基本とする交通ネットワークにより相互に結び付ける「拠点

ネットワーク型の集約型都市構造」を目指し、公共投資の効率化を一層進めていく必要

がある。 

これらの状況を踏まえて、本区域の都市づくりの目標を次のとおり定める。 

 

●本区域の各地域が連携・交流する一体的な都市づくり 

・拠点相互が道路や公共交通のネットワークにより結ばれ､住民が活発に連携・交流す

る一体的な都市づくりを目指す。 

・広大な海浜と丘陵等の自然・景観、地域固有の歴史・文化資源、地域のコミュニティ

で培われた伝統･文化等の魅力を市民全体で高め、共有できる一体的な都市づくりを

目指す。 

 

●周辺都市との連携と交流により豊かさが高まる都市づくり 

・圏央道や銚子連絡道路により向上した交通条件を生かし、空港及び周辺都市との連携・

交流による農林漁業や工業等が発展する都市づくりを目指す。 

・本区域に観光・レジャー等で訪れる人々が市民と活発に交流し、地場産業や観光が発

展する都市づくりを目指す。 

 

●既存社会資本を活用した歩いて暮らせる集約型の都市づくり 

・住宅、公共公益施設や商業等が集積し、それらを徒歩や自転車、公共交通で利用でき

る、人と環境に優しい歩いて暮らせる集約型の都市づくりを目指す。 

・賑わいやコミュニティ・子育て環境等が創出、育成される集約型の都市づくりを目指

す。 

 

●地域固有の自然と文化を生かした市民協働による都市づくり 

・九十九里浜、田園、集落、山武杉といった固有の自然環境と地域文化が市民との協働

により受け継がれ、地域の個性と魅力の向上に生かされる都市づくりを目指す。 

への生鮮食料の供給地としての機能を担ってきた。 

海浜地域は、田園地域から連続した田園風景と九十九里海岸の自然環境の中に、昭和

４６年から九十九里レクリエーション都市構想に基づいて広域的な大規模公園である県

立蓮沼海浜公園が整備されるなど、首都圏における海洋レクリエーション地としての機

能を担ってきた。 

本区域は、昭和５３年の成田国際空港の開港を受け、昭和６１年には主要地方道成田

松尾線が開通、さらに、平成１０年には圏央道の一部となる千葉東金道路が延伸された

ことにより、首都圏各地域との交通ネットワークが発達した。また、時期を同じくして

開発需要が高まり、住宅、商業、工業等の立地が進展した。 

しかしながら、その後、人口減少・少子高齢化、財政状況の逼迫化等の社会経済情勢

の変化に直面し、平成１８年３月には蓮沼村、松尾町、山武町及び成東町の４町村の合

併が行われた。 

今後は、本区域の持つ特性を生かしつつ、公共投資の効率化を一層進めることが課題

となっている。 

 

 

このことから、本区域においては、旧町村における都市機能や公共サービスが既に一

定程度集積した地域を拠点として、公共交通を基本とする交通ネットワークにより相互

に結び付ける「拠点ネットワーク型の集約型都市構造」を目指していく必要がある。 

これらの状況を踏まえて、本区域の都市づくりの目標を次のとおり定める。 

 

 

●本区域の各地域が連携・交流する一体的な都市づくり 

・拠点相互が道路や公共交通のネットワークにより結ばれ､市民が活発に連携・交流す

る一体的な都市づくりを目指す。 

・広大な海浜と丘陵等の自然・景観、地域固有の歴史・文化資源、地域のコミュニティ

で培われた伝統･文化等の魅力を市民全体で高め、共有できる一体的な都市づくりを

目指す。 

 

●周辺都市との連携と交流により豊かさが高まる都市づくり 

・圏央道や銚子連絡道路により向上した交通条件を生かし、空港及び周辺都市との連携・

交流による農林漁業や工業等が発展する都市づくりを目指す。 

・本区域に観光・レジャー等で訪れる人々が市民と活発に交流し、地場産業や観光が発

展する都市づくりを目指す。 

 

●既存社会資本を活用した歩いて暮らせる集約型の都市づくり 

・住宅、公共公益施設や商業等が集積し、それらを徒歩や自転車、公共交通で利用でき

る、人と環境に優しい歩いて暮らせる集約型の都市づくりを目指す。 

・賑わいやコミュニティ・子育て環境等が創出、育成される集約型の都市づくりを目指

す。 

 

●地域固有の自然と文化を生かした市民協働による都市づくり 

・九十九里浜、田園、集落、山武杉といった固有の自然環境と地域文化が市民との協働

により受け継がれ、地域の個性と魅力の向上に生かされる都市づくりを目指す。 
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・地域の取り組みとして、あるいは農林漁業、観光の連携により、美しい景観が形成さ

れるとともに安全・安心が確保された都市づくりを目指す。 

・身近な自然環境の保全・育成に努めるとともに、住宅用太陽光発電や森林資源を活用

したバイオマスエネルギー等の新エネルギーの活用を促進し、低炭素社会に配慮した

持続可能な都市づくりを目指す。 

 

●人々が安心して住み、災害に強い都市づくり 

・住宅や特定建築物の耐震化、津波避難タワーや防災拠点の整備及び避難路の確保等に

より市街地の防災性の向上を図る都市づくりを目指す。 

・避難救助訓練等の実施を通して、災害時における被害を最小限にするなど市民との協

働による防災体制づくりを考えた都市づくりを目指す。 

 

2）地域毎の市街地像 

○日向駅周辺、埴谷地域周辺、日向台住宅団地、美杉野住宅団地等の市街地においては、

住宅や店舗、公共施設等の立地を促進しつつ、自然と調和した住宅地を中心とした良質

な居住空間を形成する。 

○成東駅周辺、市役所周辺の市街地部においては、交通結節機能の向上と既存商店街の

活性化などによる地域の商業・業務機能の進展、自然環境に配慮した質の高い住環境の

形成を図り、行政の中心地にふさわしい土地利用を誘導する。また、｢成東駅南側周辺

地区｣を景観計画に基づく景観計画重点地区に位置づけ、市の玄関口にふさわしい景観

の保全・育成に重点的に取り組む。 

○松尾駅周辺の市街地部においては、地域の生活と文化・福祉の拠点として、機能性の

高い公共公益施設や商業施設等の集約を図り、これらに隣接する利便性の高い住宅地の

整備など機能的・効率的な土地利用と質の高い環境を形成する。 

○主要地方道松尾蓮沼線沿いの蓮沼交流センター周辺地区においては、公共交通の交通

利便性の向上や、公共公益機能、商業機能の充実を図る中で、田園環境と調和した良好

な生活環境を形成する。 

○国道 126 号の沿道市街地においては、広域幹線道路にふさわしい秩序ある沿道市街地

の形成を促進するため、景観に配慮した商業・業務施設を適正に誘導しつつ、沿道住宅

地の良好な住環境を保全する。 

○松尾台工業団地を含む一帯においては、圏央道松尾横芝インターチェンジへのアクセ

スを生かした産業拠点としての機能向上を図る。 

○松尾工業団地を含む一帯においては、農業環境を保全しつつ、周辺の農業環境と調和

した工業用地の確保を図る。 

○成東工業団地と周辺の住宅地から構成される市街地においては、周辺部の農業環境を

保全しつつ、住宅地と工業地の秩序ある土地利用の誘導により適切な共存環境を形成す

る。 

○主要地方道飯岡一宮線の沿道においては、多様化する観光レクリエーションニーズを

適切に受け止め、魅力とにぎわいのある観光機能の集積を促進するとともに、周辺部に

おいては良好な住環境を保全しつつ、適切な土地利用を誘導し農業環境との調和を図る。 

 

 

 

 

・地域の取り組みとして、あるいは農林漁業、観光の連携により、美しい景観が形成さ

れるとともに安全・安心が確保された都市づくりを目指す。 

・身近な自然環境の保全・育成に努めるとともに、住宅用太陽光発電や森林資源を活用

したバイオマスエネルギー等の新エネルギーの活用を促進し、低炭素社会に配慮した

持続可能な都市づくりを目指す。 

 

●人々が安心して住み、災害に強い都市づくり 

・住宅や特定建築物の耐震化、津波避難タワーや防災拠点の整備及び避難路の確保等に

より市街地の防災性の向上を図る都市づくりを目指す。 

・避難救助訓練等の実施を通して、災害時における被害を最小限にするなど市民との協

働による防災体制づくりを考えた都市づくりを目指す。 

 

２）地域毎の市街地像 

○日向駅周辺、埴谷地域周辺、日向台住宅団地、美杉野住宅団地等の市街地においては、

住宅や店舗、公共施設等の立地を促進しつつ、自然と調和した住宅地を中心とした良質

な居住空間を形成する。 

○成東駅周辺の市街地部においては、交通結節機能の向上と既存商店街の活性化などに

よる地域の商業・業務機能の進展、自然環境に配慮した質の高い住環境の形成を図ると

ともに、｢成東駅南側周辺地区｣を景観計画に基づく景観計画重点地区に位置付け、駅前

広場や都市計画道路成東駅南口線の整備実施にあわせ、市の玄関口にふさわしい景観の

保全・育成に重点的に取り組む。 

○松尾駅周辺の市街地部においては、地域の生活と文化・福祉の拠点として、機能性の

高い公共公益施設や商業施設等の集約を図り、これらに隣接する利便性の高い住宅地の

整備など機能的・効率的な土地利用と質の高い環境を形成する。 

○主要地方道松尾蓮沼線沿いの旧蓮沼村役場周辺地区においては、公共交通の交通利便

性の向上や、公共公益機能、商業機能の充実を図る中で、田園環境と調和した良好な生

活環境を形成する。 

○国道 126 号の沿道市街地においては、広域幹線道路にふさわしい秩序ある沿道市街地

の形成を促進するため、商業・業務施設を適正に誘導しつつ、沿道住宅地の良好な住環

境を保全する。 

○松尾台工業団地を含む一帯においては、圏央道松尾横芝インターチェンジへのアクセ

スを生かした産業拠点としての機能向上を図る。 

 

 

○成東工業団地と周辺の住宅地から構成される市街地においては、周辺部の優良な農業

環境を保全しつつ、住宅地と工業地の秩序ある土地利用の誘導により適切な共存環境を

形成する。 

○主要地方道飯岡一宮線の沿道においては、多様化する観光レクリエーションニーズを

適切に受け止め、魅力とにぎわいのある観光機能の集積を促進するとともに、周辺部に

おいては良好な住環境を保全しつつ、適切な土地利用を誘導し農業環境との調和を図る。 

 

２．区域区分の決定の有無及び区域区分を定める際の方針 

１）区域区分の決定の有無 

本都市計画区域に区域区分を定めない。なお、区域区分を定めないとした根拠は以下
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２ 主要な都市計画の決定の方針 

1）都市づくりの基本方針 

①人口減少に対応したコンパクトで効率的な都市構造への転換に関する方針 

本区域は、都市機能の分散化、地域間の連携不足、市街地の外延化及びそれに伴う農

地の改廃や既存市街地内の空洞化等の課題を抱えている。  

このため、都市機能や公共サービスが既に一定程度集積した日向駅・さんぶの森周辺、

成東駅周辺、松尾駅周辺及び蓮沼交流センター周辺の4地区を地域交流拠点と位置づけ、

これらの拠点を中心に公共交通を基本とするネットワークにより相互の結び付きを図る

「拠点ネットワーク型の集約型都市構造」の形成を目指す。また、これらの拠点を中心

に日常生活圏が徒歩や自転車、公共交通で利用でき、併せて、賑わいやコミュニティ・

子育て環境等が創出、育成されるような人と環境に優しい歩いて暮らせる都市づくりを

目指す。 

さらに、こうした都市構造の実現のため、公共交通の活用を推進し、区域内 3 駅（日

向駅、成東駅、松尾駅）周辺における歩道段差の解消、駅と主要な公共公益施設に至る

ルートにおける歩道の設置や、駅構内のバリアフリー化を推進する。 

また、地域交流拠点となる 4 地区を中心に医療施設、子育て施設及び高齢者施設等の

既存社会資本の活用と充実を図り、医療・福祉サービスを効率的に提供する。 

 

②社会インフラ等を活用した多様な産業の受け皿の創出による地域振興に関する方針 

圏央道松尾横芝インターチェンジ周辺においては、成田空港への近接性や広域交通へ

のアクセス性を生かし、物流機能をはじめとして、成田空港の後方支援機能や新エネル

ギー関連産業を含む最先端技術産業等の新たな産業の誘致により産業振興を促進し、新

たな就業の場としての土地利用を図る。 

また、圏央道大栄・松尾横芝間の開通による成田空港からのアクセスの向上に併せ、

後に設置を予定している山武ＰＡ（仮称）の活用や、空港関連産業の物流施設等、新た

な産業立地を誘導する。 

圏央道山武成東インターチェンジ周辺においては、良好な広域アクセスを生かした土

地利用の誘導を図る。 

国道 126 号の沿道は、交通利便性を生かした多様な土地利用の誘導を図る。 

 

③激甚化・頻発化する自然災害への対応に関する方針 

地震や津波の発生時において安全で速やかな避難ができるよう、避難路となる道路の

整備、幅員の狭い道路の解消、避難タワーの設置、公園等のオープンスペースの確保等

により防災性の向上を図る。また、倒壊やそれに伴う緊急輸送道路の閉塞等を防止する

ため、沿道建物の耐震化を促進する。併せて、液状化の危険性が高い地区における液状

化対策や、津波等の被害を軽減するための海岸保全施設や河川堤防の整備を推進する。 

都市火災発生時の延焼拡大を抑制するため、防火地域・準防火地域等における防火規

定に基づき、建築物の不燃化を促進する。さらに、延焼抑制機能を高めるため、道路・

のとおりである。 

本区域は、首都圏整備法に基づく近郊整備地帯外に位置し、人口は、近年、増加から

減少の傾向に転じている。今後もその減少傾向は継続するものと予測され、本区域にお

ける急激かつ無秩序な市街化の進行は見込まれないと判断される。 

以上のことから、本区域においては、区域区分を定めないものとする。 

 

３．主要な都市計画の決定の方針 

１）都市づくりの基本方針 

①集約型都市構造に関する方針 

本区域は、都市機能の分散化、地域間の連携不足、市街地の外延化及びそれに伴う農

地の改廃や既存市街地内の空洞化等の課題を抱えている。  

このため、都市機能や公共サービスが既に一定程度集積した日向駅・さんぶの森周辺、

成東駅周辺、松尾駅周辺及び蓮沼出張所周辺の 4 地区を地域交流拠点と位置づけ、これ

らの拠点を中心に公共交通を基本とするネットワークにより相互の結び付きを図る「拠

点ネットワーク型の集約型都市構造」の形成を目指す。また、これらの拠点を中心に日

常生活圏が徒歩や自転車、公共交通で利用でき、併せて、賑わいやコミュニティ・子育

て環境等が創出、育成されるような人と環境に優しい歩いて暮らせる都市づくりを目指

す。 

さらに、こうした都市構造の実現のため、公共交通の活用を推進し、市内 3 駅（日向

駅、成東駅、松尾駅）周辺における歩道段差の解消、駅と主要な公共公益施設に至るル

ートにおける歩道の設置や、駅構内のバリアフリー化を推進する。 

また、地域交流拠点となる 4地区を中心に医療施設、子育て施設及び高齢者施設等の

既存社会資本の活用と充実を図り、医療・福祉サービスを効率的に提供する。 

 

②広域幹線道路の整備に対応した業務機能の誘導に関する方針 

圏央道松尾横芝インターチェンジ周辺においては、地域に広がる農地や豊かな自然環

境と共生しながら、第6次産業など地場産業を生かした新たな産業の創出や集積を図り、

特色ある地域産業を形成しながら既存集落の維持・活性化を図る。 

また、圏央道大栄・松尾横芝間の開通による成田国際空港からのアクセスの向上に併

せて、空港関連産業の物流施設等、新たな産業立地を誘導する。 

圏央道山武成東インターチェンジ周辺においては、都心からのアクセス優位性を生か

し、地域の良好な自然環境と共生を図る観光資源の活用に努める。 

 

 

 

 

③都市の防災及び減災に関する方針 

地震や津波の発生時において安全で速やかな避難ができるよう、避難路となる道路の

整備、幅員の狭い道路の解消、避難タワーの設置、公園等のオープンスペースの確保等

により防災性の向上を図る。また、倒壊やそれに伴う緊急輸送道路の閉塞等を防止する

ため、沿道建物の耐震化を促進する。併せて、液状化の危険性が高い地区における液状

化対策や、津波等の被害を軽減するための海岸保全施設や河川堤防の整備を推進する。 

都市火災発生時の延焼拡大を抑制するため、防火地域・準防火地域等における防火規

定に基づき、建築物の不燃化を促進する。さらに、延焼抑制機能を高めるため、道路・
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公園等のオープンスペースを確保し、災害時などにおける市街地の安全性の向上に努め

る。 

都市型水害の発生を抑制するため、保水性や浸透性のある自然的な土地利用の保全を

図るとともに、雨水排水施設の整備を進める。また、土砂災害特別警戒区域等の開発抑

制など都市環境の安全性を高め、災害に強いまちづくりを推進する。 

区域内における救援活動の円滑化や緊急物資等の輸送経路の確保に向けて、地域防災

拠点と医療拠点とをネットワークする道路の整備に努める。 

海岸沿いの保安林及び防潮堤の適正な管理、区域内を流れる河川の改修、急傾斜地の

崩壊対策等について、自然環境や景観に配慮した整備に努める。 

 

④自然的環境の保全と質の高い生活環境の整備に関する方針 

市街地等において海岸・田園・丘陵の豊かな自然に配慮しながら、環境と共生する都

市の形成を目指すため、集約型都市構造の形成、鉄道、路線バス等の公共交通及び基幹

バスや乗合いタクシー等の地域公共交通の活用により、自動車交通量の低減を図るとと

もに CO2 排出量の削減を図る。 

さらに、住宅用太陽光発電や森林資源を活用したバイオマスエネルギー等の新エネル

ギーの活用の促進を図る。 

県立九十九里自然公園区域をはじめ、海岸部の保安林、丘陵部の森林や斜面林と平野

部の水田、平地林、作田川、境川及び木戸川の河川緑地は、本区域の豊かな自然環境を

特徴づけるものであり、多面的な機能を有するグリーンインフラとして適正に保全・育

成を図る。 

 

2）土地利用に関する主要な都市計画の決定の方針 

①主要用途の配置の方針 

ａ 商業・業務地 

ア．日向駅周辺地区 

駅の交通結節点としての機能を生かし、商店や事務所などを積極的に誘導し、にぎわ

いのあるまちづくりを進める。 

 

イ．成東駅周辺地区 

既存の商業施設の集積を生かしつつ、今後、計画的な施設整備などにより商業・業務

基盤の充実を図り都市的アメニティの高い核の形成と育成をめざした商業地として土地

利用を図る。 

 

ウ．松尾駅周辺地区 

地区住民や地区への通勤通学者などの日常生活に必要な商業・サービス施設の立地を

誘導する。 

 

エ．埴谷地区 

旧来からの商業地の伝統を生かし、育てていくために、商店や事務所などを積極的に

誘導する｡ 

 

オ．蓮沼海浜公園周辺地区 

道の駅「オライはすぬま」等の既存施設を生かした拠点形成を推進するとともに、海

公園等のオープンスペースを確保し、災害時などにおける市街地の安全性の向上に努め

る。 

都市型水害の発生を抑制するため、保水性や浸透性のある自然的な土地利用の保全を

図るとともに、雨水排水施設の整備を進める。また、土砂災害特別警戒区域等の開発抑

制など都市環境の安全性を高め、災害に強いまちづくりを推進する。 

市内における救援活動の円滑化や緊急物資等の輸送経路の確保に向けて、地域防災拠

点と医療拠点とをネットワークする道路の整備に努める。 

海岸沿いの保安林の適正な管理、市内を流れる河川の改修、急傾斜地の崩壊対策等に

ついて、自然環境や景観に配慮した整備に努める。 

 

④低炭素都市づくりに関する方針 

市街地等において海岸・田園・丘陵の豊かな自然に配慮しながら、環境と共生する都

市の形成を目指すため、集約型都市構造の形成、鉄道、路線バス等の公共交通及び基幹

バスや乗合いタクシー等の地域公共交通の活用により、自動車交通量の低減を図るとと

もに CO2 排出量の削減を図る。 

さらに、住宅用太陽光発電や森林資源を活用したバイオマスエネルギー等の新エネル

ギーの活用の促進を図る。 

 

 

 

 

 

２）土地利用に関する主要な都市計画の決定の方針 

①主要用途の配置の方針 

ａ 商業・業務地 

ｱ．日向駅周辺地区 

駅のもつ力を生かし、商店や事務所などを積極的に誘導し、にぎわいのあるまちづく

りを進める。 

 

ｲ．成東駅周辺地区 

既存の商業施設の集積を生かしつつ、今後、計画的な施設整備などにより商業・業務

基盤の充実を図り都市的アメニティの高い核の形成と育成をめざした商業地として土地

利用を図る。 

 

ｳ．松尾駅周辺地区 

住宅地に隣接する商業地であり、住宅地の住民の日常利便に供する店舗・事務所施設

が立地する土地利用を図る。 

 

ｴ．埴谷地区 

旧来からの商業地の伝統を生かし、育てていくために、商店や事務所などを積極的に

誘導する｡ 
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浜・リゾート交流拠点を訪れる人々への観光情報等の情報発信機能、商業機能の充実に

より拠点性を高め、地域住民の生活の利便性向上と観光客の増加を図る。 

 

カ．国道 126 号沿線地区 

交通条件と立地条件を生かしたロードサイド型の広域商業地として位置づけ、広域的

サービスを提供する商業・業務サービス施設が集積する土地利用を図る。 

 

ｂ 工業地 

ア．松尾台工業団地 

既に基盤整備がなされ工場の集積度の高い地区であり、今後も良好な工業環境の保全

を図りつつ、周辺未利用地の利活用の促進及び圏央道松尾横芝インターチェンジからの

アクセス道路の拡充など産業拠点としての機能の増進に努める。 

 

イ．成東工業団地 

既に工業地として基盤整備がなされた成東工業団地を中心とした地区は、計画的な工

業団地の拡張を考慮し、今後も周辺の土地利用と調和した良好な工業環境の保全・育成

を図る。 

 

ウ．木原地区 

山武杉の緑を保全し、自然環境に調和した工場や流通施設を配置する。また、これら

の施設をバックアップする商店やサービス施設なども立地できるよう配置する。 

 

エ． 国道 126 号沿道の琴平地区・八重田地区 

一定規模の工業施設と住宅の混在する幹線道路沿道及びその後背地において、住宅等

の居住環境に配慮しつつ、工業・流通利便の保全を図る。 

 

オ．松尾工業団地 

既に基盤整備がなされ工場の集積度の高い地区であり、今後も良好な工業環境の保全

を図りつつ、周辺未利用地の利活用の促進など産業拠点としての機能の増進に努める。 

 

カ．松尾横芝インターチェンジ周辺地区 

成田空港への近接性や広域交通へのアクセス性を生かし、多様な産業を意識した企業

誘致等により、新しい産業を創造する拠点づくりを推進する。 

 

キ．山武成東インターチェンジ周辺地区 

広域交通へのアクセス性を生かし、多様な産業を意識した企業誘致等により、新しい

産業を創造する拠点づくりを推進する。 

 

ｃ 住宅地 

ア．埴谷地区 

古くからの集落地の雰囲気を残し、かつ、住宅地としての環境を守るため、適正な規

模の建築物を誘導し、一般住宅地として形成を図る。 

 

イ．美杉野周辺地区 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ 工業地 

ｱ．松尾台工業団地 

既に基盤整備がなされ工場の集積度の高い地区であり、今後は良好な工業環境の保全

を図りつつ、圏央道松尾横芝インターチェンジからのアクセス道路の拡充など産業拠点

としての機能の増進に努める。 

 

ｲ．成東工業団地 

既に工業地として基盤整備がなされた成東工業団地を中心とした地区は、計画的な工

業団地の拡張を考慮し、今後は周辺の土地利用と調和した良好な工業環境の保全・育成

を図る。 

 

ｳ．木原地区 

山武杉の緑を保全し、自然環境に調和した工場や流通施設を配置する。また、これら

の施設をバックアップする商店やサービス施設なども立地できるよう配置する。 

 

ｴ． 国道 126 号沿道の琴平地区・八重田地区 

一定規模の工業施設と住宅の混在する幹線道路沿道及びその後背地において、住宅等

の居住環境に配慮しつつ、工業・流通利便の保全を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ 住宅地 

ｱ．埴谷地区 

古くからの集落地の雰囲気を残し、かつ、住宅地としての環境を守るため、適正な規

模の建築物を誘導し、一般住宅地として形成を図る。 

 

ｲ．美杉野周辺地区 
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低層の住宅が並ぶ住宅地を中心として、道路などの基盤づくりを現在進めており、今

後は建物や植栽などについて取決めを検討し、緑をできるだけ生かしたまちづくりを進

める。 

 

ウ．日向駅周辺地区 

日向台や日向ニュータウンなど低層住宅が集まった良好な居住環境を守るため、低層

の住宅以外を制限する。また、駅周辺及び主要地方道成東酒々井線沿道については、日

常のサービス施設なども建てられるように一般住宅地として形成を図る。 

 

エ．市役所、さんむ医療センター周辺及び成東駅南側商業地隣接地区 

駅、商業地、公益サービス地に隣接し利便性が高く、本区域で最も集積度の高い住宅

地である。戸建て住宅を主体に低層集合住宅とも調和した一般住宅地として形成を図る。 

 

オ．松尾駅周辺地区 

駅前商業地の後背地として、居住環境の保全を図りつつ、また、公共公益施設が集中

して立地し、居住利便性が高く、成田空港の機能拡張に伴い定住人口の増加が期待され

る地区であることなどから、移住・定住の受け皿となる一般住宅地として形成を図る。 

 

カ．八田・猿尾・大堤の国道沿道の後背地地区及び松尾富士見台地区 

農家住宅等の集中する地区を含む良好な居住環境及び丘陵上の良好な居住環境を保全

し、一般住宅地として形成を図る。 

 

キ．松尾小学校周辺及び猿尾・松尾・大堤の丘陵斜面周辺地区 

駅及び駅周辺商業地に至近であり、学校などが立地する利便性の高い住宅地として、

良好な都市居住環境の保全育成を図る。 

 

ク. 国道 126 号沿道地区（成東駅南側、松尾駅北側、八田地区内の一部を除く） 

広域幹線道路の機能・利便性を生かし、低中層住宅の他、居住環境を阻害しない一定

規模・用途の沿道サービス施設等が立地する沿道サービス住宅地の形成を図る。 

 

ケ．主要地方道飯岡一宮線沿道地区 

戸建て住宅と別荘、観光宿泊施設等を主体とする住宅市街地であり、今後観光レクリ

エーション需要を支える地区として周辺の自然環境との調和に配慮し多様で魅力ある住

宅地の形成を図る。 

 

コ．大木地区 

低層の住宅が並ぶ住宅地を中心に、周辺の環境に影響を及ぼさない範囲の一定規模・

用途の建物の立地を許容しつつ、一般住宅地として良好な居 住環境の保全を図る。 

 

サ．成東工業団地東側地区 

住宅地と工業団地が接していることから、建物用途の混在化を避けるため、土地利用

の適切な誘導を行うことにより良好な一般住宅地として形成を図る。 

 

 

低層の住宅が並ぶ住宅地を中心として、道路などの基盤づくりを現在進めており、今

後は建物や植栽などについて取決めを検討し、緑をできるだけ生かしたまちづくりを進

める。 

 

ｳ．日向駅周辺地区 

日向台や日向ニュータウンなど低層住宅が集まった良好な居住環境を守るため、低層

の住宅以外を制限する。また、駅周辺及び県道成東酒々井線沿道については、日常のサ

ービス施設なども建てられるように一般住宅地として形成を図る。 

 

ｴ．市役所、さんむ医療センター周辺及び成東駅南側商業地隣接地区 

駅、商業地、公益サービス地に隣接し利便性が高く、本区域で最も集積度の高い住宅

地である。戸建て住宅を主体に低層集合住宅とも調和した一般住宅地として形成を図る。 

 

ｵ．旧松尾町役場周辺地区 

駅前商業地の後背地として、居住環境を保全しつつ、出張所、郵便局等の公共公益施

設が集中立地する一般住宅地としての機能増進を図る。 

 

 

ｶ．八田・猿尾・大堤の国道沿道の後背地地区及び松尾富士見台地区 

農家住宅等の集中する地区を含む良好な居住環境及び丘陵上の良好な居住環境を保全

し、一般住宅地として形成を図る。 

 

ｷ．松尾小学校周辺及び猿尾・松尾・大堤の丘陵斜面周辺地区 

駅及び駅周辺商業地に至近であり、学校などが立地する利便性の高い住宅地として、

良好な都市居住環境の保全育成を図る。 

 

ｸ. 国道 126 号沿道地区（成東駅南側、松尾駅北側、八田地区内の一部を除く） 

広域幹線道路の機能・利便性を生かし、低中層住宅の他、居住環境を阻害しない一定

規模・用途の沿道サービス施設等が立地する沿道サービス住宅地の形成を図る。 

 

ｹ．主要地方道飯岡一宮線沿道地区 

戸建住宅と別荘、観光宿泊施設等を主体とする住宅市街地であり、今後観光レクリエ

ーション需要を支える地区として周辺の自然環境との調和に配慮し多様で魅力ある住宅

地の形成を図る。 

 

ｺ．大木地区 

低層の住宅が並ぶ住宅地を中心に、周辺の環境に影響を及ぼさない範囲の一定規模・

用途の建物の立地を許容しつつ、一般住宅地として良好な居  住環境の保全を図る。 

 

ｻ．成東工業団地東側地区 

住宅地と工業団地が接していることから、建物用途の混在化を避けるため、土地利用

の適切な誘導を行うことにより良好な一般住宅地として形成を図る。 
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②土地利用の方針 

ア．土地の高度利用に関する方針 

良好な都市環境の形成を図るため、既成市街地の都市基盤整備を推進し、良好な都市

景観の形成と生活環境の整備を図る。 

特に、成東駅周辺地区は、計画的に駅前通りの整備を行い商業地の充実・活性化と土

地の高度利用を推進する。 

また、松尾駅周辺地区は、既存の公共公益施設、都市機能の維持と活用を図るととも

に、道路改良等による歩行者ネットワーク等の整備を推進し、松尾駅南側と北側の一体

的な土地利用を図る。 

 

イ．用途転換、用途純化又は用途の複合化に関する方針 

良好な居住環境が形成されている住宅開発地においては、地域の実情を踏まえ、地区

計画や空き家等既存ストックの利活用により、建築物等の用途の混在を防止し、居住環

境の向上を図る。 

既存の工業団地においては、地域の実情を踏まえ、地区計画等により建築物等の用途

の混在を防止し、産業活動の維持及び増進を図る。 

 

ウ．居住環境の改善又は維持に関する方針 

主要地方道飯岡一宮線の旧蓮沼村の沿道地域、都市計画道路として 4 車線整備を位置

づけた国道126号沿道の姫島及び成東地区において、良好な環境の形成又は保持を図る。 

防災、衛生、景観等において課題となる空き家等については、空き家対策特別措置法

に基づき適正な管理を促すなどし、居住環境の改善や維持を図る。 

 

エ．都市内の緑地又は都市の風致の維持に関する方針 

市街地内や集落地の良好な樹林地、屋敷林、境内林及び生け垣等は身近な自然的環境

と潤いのある生活環境の形成のための貴重な緑地であり、保全・育成を図る。 

丘陵部の樹林や国道 126号沿道の斜面林は本区域を特徴づける豊かな自然環境を構成

する重要な緑であり保全を図る。 

 

オ．優良な農地との健全な調和に関する方針 

丘陵地域に広がる水田を含む農地及び市街地地域、田園地域並びに海浜地域における

一団性の農地は、本区域にとって貴重な優良農地であり、農業政策上の土地利用方針と

の調整を図りつつ、今後とも農用地として保全するとともに、市街地に近接する貴重な

オープンスペースとして農地の多様な活用を図る。 

 

カ．自然環境形成の観点から必要な保全に関する方針 
白砂青松の優れた自然景観を呈する県立九十九里自然公園区域は、自然環境の保全、

生態系の保護などの観点から保全・育成に努める。また、海岸部の保安林は、後背地の

防風・防砂の役割のほか貴重な緑の空間として住民の憩いと休養の場として活用されて

いることから適切な維持管理により保全に努める。 

丘陵部の森林や斜面林と平野部の水田、平地林などからなる根幹的な緑地は本区域の

豊かな自然環境を特徴づけるものであり、水源の涵養、土砂の流出抑制などの機能を有

するものとして適正に保全・育成を図る。また、それらの根幹的な緑地をつなぐ作田川、

境川及び木戸川の河川緑地は水生生物の生息や都市環境に安らぎと潤いを与えるすぐれ

②特に配慮すべき問題等を有する市街地の土地利用の方針 

ｱ．土地の高度利用に関する方針 

良好な都市環境の形成を図るため、既成市街地の都市基盤整備を推進し、良好な都市

景観の形成と生活環境の整備を図る。 

特に、成東駅周辺地区は、計画的に駅前広場や駅前通りの整備を行い商業地の充実・

活性化と土地の高度利用を推進する。 

また、松尾駅周辺地区は、商業業務機能をはじめとする諸機能の集積を図るため、都

市施設の整備充実を図り土地の高度利用に努める。 

 

 

ｲ．用途転換、用途純化又は用途の複合化に関する方針 

良好な居住環境が形成されている住宅開発地においては、地域の実情を踏まえ、地区

計画等により建築物等の用途の混在を防止し、居住環境の向上を図る。 

既存の工業団地においては、地域の実情を踏まえ、地区計画等により建築物等の用途

の混在を防止し、産業活動の維持及び増進を図る。 

 

 

ｳ．居住環境の改善又は維持に関する方針 

主要地方道飯岡一宮線の旧蓮沼村の沿道地域、都市計画道路として 4 車線整備を位置

づけた国道126号沿道の姫島及び成東地区において、良好な環境の形成又は保持を図る。 

防災、衛生、景観等において課題となる空き家等については、空き家対策特別措置法

に基づき適正な管理を促すなどし、居住環境の改善や維持を図る。 

 

ｴ．都市内の緑地又は都市の風致の維持に関する方針 

市街地内や集落地の良好な樹林地、屋敷林、境内林及び生け垣等は身近な自然的環境

と潤いのある生活環境の形成のための貴重な緑地であり、保全・育成を図る。 

丘陵部の樹林や国道 126号沿道の斜面林は本区域を特徴づける豊かな自然環境を構成

する重要な緑であり保全を図る。 

 

ｵ．優良な農地との健全な調和に関する方針 

丘陵地域に広がる水田を含む農地及び市街地地域、田園地域並びに海浜地域における

一団性の農地は、本区域にとって貴重な優良農地であり、農業政策上の土地利用方針と

の調整を図りつつ、今後とも農用地として保全するとともに、市街地に近接する貴重な

オープンスペースとして農地の多様な活用を図る。 

 

ｶ．自然環境形成の観点から必要な保全に関する方針 
白砂青松の優れた自然景観を呈する県立九十九里自然公園区域は、自然環境の保全、

生態系の保護などの観点から保全・育成に努める。また、海岸部の保安林は、後背地の

防風・防砂の役割のほか貴重な緑の空間として住民の憩いと休養の場として活用されて

いることから適切な維持管理により保全に努める。 

丘陵部の森林や斜面林と平野部の水田、平地林などからなる根幹的な緑地は本区域の

豊かな自然環境を特徴づけるものであり、水源の涵養、土砂の流出抑制などの機能を有

するものとして適正に保全・育成を図る。また、それらの根幹的な緑地をつなぐ作田川、

境川及び木戸川の河川緑地は水生生物の生息や都市環境に安らぎと潤いを与えるすぐれ
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た水辺環境であることから保全に努める。 

本区域のめざす生活都市を実現するためには、社会環境と調和した良好な自然環境は

不可欠なものであり、その保護、保全の対策を積極的に図る。 

 

 

 

キ．秩序ある都市的土地利用の実現に関する方針 

インターチェンジ周辺、幹線道路沿線等のポテンシャルの高い地域や、既存工業団地

等に隣接した区域においては、産業系の土地利用について適切な誘導を図る。 

国道 126 号以南の田園地域では、屋敷林に囲まれた集落地と水田が調和したまちづく

りを展開するため、山武市景観計画に基づき農地の保全と田園景観の保全に努める。 

蓮沼海浜公園周辺は、地域住民の生活の利便性向上や観光交流機能の向上のため、商

業機能等について適切な誘導を図る。 

九十九里沖の区域は、「海洋再生可能エネルギー発電設備の整備に係る海域の利用の

促進に関する法律」に基づく洋上風力発電に係る「有望な区域」として指定されている。

洋上風力発電の導入とともに、地域経済の活性化につながるよう、関連産業の適切な誘

導とともに集積を促進する。 

 

3）都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定の方針 

①交通施設の都市計画の決定の方針 

ａ 基本方針 

ア．交通体系の整備の方針 

広域道路ネットワークとして圏央道の整備と国道 126 号の機能強化を促進し、それら

を活用した高速バスや空港シャトルバスの利用促進、鉄道の利便性の向上及び地域公共

交通システムの構築等により利便性と効率性に優れた交通の形成を目指す。 

併せて、道路ネットワークとの整合を図りながら、誰もが便利に利用できる公共交通

ネットワークの形成を図る。 

なお、長期未着手の都市計画道路については、社会情勢の変化を踏まえ、その必要性

や既存道路による機能代替の可能性等を検証し、見直しを行う。 

 

上記の方針を踏まえて、本区域の交通体系の整備の基本方針は、以下のとおりとする。 

 

・拠点ネットワーク型の集約型都市構造の実現に向けた道路・交通ネットワークの形成 

拠点相互を結ぶ交流ネットワークの形成に向け、都市計画道路と既存の国県道等が互

いに連携しながら、道路ネットワークの形成を図るとともに、公共交通等による交通ネ

ットワークの形成を図る。 

・周辺都市と結ぶ広域幹線道路・幹線道路の整備促進 

広域的な幹線道路として現在整備が進められている圏央道について整備を促進すると

ともに、国道 126 号について都市計画決定区間の整備促進による機能強化を図る。 

・観光振興等の地域活性化に資する交通基盤等の整備促進 

観光振興等の地域の活性化に資するよう、広域幹線道路である圏央道や東京湾アクア

ラインとネットワークを形成する都市計画道路 3・4・6 号富田本須賀納屋線、都市計画

道路 3・3・1 号蓮沼海浜公園本須賀納屋線等の都市計画道路及び国県道等について整備

を促進する。 

た水辺環境であることから保全に努める。 

まちの中に残っている斜面樹林地や作田川の桜並木などを緑地として､都市的土地利

用との調整を図りながら、適正に保全･育成を図る。 

本区域のめざす生活都市を実現するためには、社会環境と調和した良好な自然環境は

不可欠なものであり、その保護、保全の対策を積極的に図る。 

 

ｷ、秩序ある都市的土地利用の実現に関する方針 

国道 126 号以南の田園地域では、屋敷林に囲まれた集落地と水田が調和したまちづく

りを展開するため、山武市景観計画に基づき農地の保全と田園景観の保全に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定の方針 

①交通施設の都市計画の決定の方針 

ａ 基本方針 

ｱ．交通体系の整備の方針 

広域道路ネットワークとして圏央道の整備と国道 126 号の機能強化を促進し、それら

を活用した高速バスや空港シャトルバスの利用促進、鉄道の利便性の向上及び地域公共

交通システムの構築等により利便性と効率性に優れた交通の形成を目指す。 

 

 

 

 

 

上記の方針を踏まえて、本区域の交通体系の整備の基本方針は、以下のとおりとする。 

 

・拠点ネットワーク型の集約型都市構造の実現に向けた道路・交通ネットワークの形成 

拠点相互を結ぶ交流ネットワークの形成に向け、都市計画道路と既存の 国県道等が

互いに連携しながら、道路ネットワークの形成を図るとともに、公共交通等による交通

ネットワークの形成を図る。 

・周辺都市と結ぶ広域幹線道路・幹線道路の整備促進 

広域的な幹線道路として現在整備が進められている圏央道について整備を促進すると

ともに、国道 126 号について都市計画決定区間の整備促進による機能強化を図る。 

・観光振興等の地域活性化に資する交通基盤等の整備促進 

観光振興等の地域の活性化に資するよう、広域幹線道路である圏央道や東京湾アクア

ラインとネットワークを形成する都市計画道路３・４・６号富田本須賀納屋線、都市計

画道路３・３・１号蓮沼海浜公園本須賀納屋線等の都市計画道路及び国県道等について

整備を促進する。 
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・歩行者の安全確保や景観面・防災面等に配慮した生活道路の整備・改良 

生活道路について、歩行者の視点に立つとともに、景観・防災の観点から安全性・快

適性を確保するよう整備を進める。 

・市民の生活スタイルに対応した公共交通の活用 

「歩いて暮らせるまちづくり」に向け、拠点と周辺の市街地や集落地を結ぶ公共交通

の活用を推進する。 

区域内 3 駅（日向駅、成東駅、松尾駅）周辺において、鉄道とバスの結節点として、

今後の市街化の進展に応じて、ターミナル機能の充実と利便性の向上を図る。 

松尾駅南口及び周辺市街地の骨格を構成する都市交通機軸として配置し、整備を図る。 

 

 

イ．整備水準の目標 

【道路】 

都市計画道路については、現在、市街地面積に対し、約 0.3km／km2（令和 2 年度末現

在）が整備済みであり、引き続き交通体系の整備の方針に基づき、地域の実情に応じて

効率的に整備を進める。 

 

【鉄道・バス等】 

鉄道、バス、タクシーといった様々な公共交通機関を相互に連携させながら、公共交

通網の維持や機能向上を図る。 

また、鉄道は、関係機関と協力し、ＪＲ線の利便性向上や芝山鉄道の延伸に向けた取

組を推進する。 

 

【駐車場】 

駐車場需要の高い地区における駐車施設については、今後計画的な施設整備などの検

討を行うなかで一定規模を確保するよう努める。 

 

ｂ 主要な施設の配置の方針 

ア．道路 

【主要幹線道路】 

・都市計画道路 1・3・1 号首都圏中央連絡自動車道線 

本区域と首都圏各都市とを結ぶ高規格幹線道路の一部となることから、その整備を促

進する。 

・都市計画道路 3・3・5 号成東国道 126 号線、都市計画道路 3・5・16 号松尾国道 126

号線 

広域的な都市間道路、また、本区域中心部の東西方向の主要な骨格道路として配置し、

市街地区間を中心に整備を図る。 

 

【幹線道路】 

・都市計画道路 3・3・1 号蓮沼海浜公園本須賀納屋線、都市計画道路 3・4・6 号富田本

須賀納屋線、都市計画道路 3・5・7 号富田木原線 

本区域の拠点間の連絡性を強化し、国道 126 号、山武成東インターチェンジを連絡す

る道路として配置し、整備を図る。 

 

・歩行者の安全確保や景観面・防災面等に配慮した生活道路の整備・改良 

生活道路について、歩行者の視点に立つとともに、景観・防災の観点から安全性・快

適性を確保するよう整備を進める。 

・市民の生活スタイルに対応した公共交通の活用 

「歩いて暮らせる都市づくり」に向け、拠点と周辺の市街地や集落地を結ぶ公共交通

の活用を推進する。 

市内 3 駅（日向駅、成東駅、松尾駅）周辺において、鉄道とバスの結節点として、今

後の市街化の進展に応じて、ターミナル機能の充実と利便性の向上を図る。 

松尾駅北口及び周辺市街地の骨格を構成する都市交通機軸として配置し、整備を図る。 

なお、都市計画道路については、今後、必要に応じて見直しについて検討する。 

 

ｲ．整備水準の目標 

【道路】 

都市計画道路については、現在、市街地面積に対し、約 1.1km／km2(平成２２年度末

現在)が整備済みであり、引き続き交通体系の整備の方針に基づき、地域の実情に応じ

て効率的に整備を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

【駐車場】 

駐車場需要の高い駅前地区においては公共的駐車施設については、今後計画的な施設

整備などの検討を行うなかで一定規模を確保するよう努める。 

 

ｂ 主要な施設の配置の方針 

ｱ．道路 

【主要幹線道路】 

・都市計画道路１・３・１号首都圏中央連絡自動車道線 

本区域と首都圏各都市とを結ぶ高規格幹線道路の一部となることから、その整備を促

進する。 

・都市計画道路３・３・５号成東国道 126 号線、都市計画道路３・５・１６号松尾国道

126 号線 

広域的な都市間道路、また、本区域中心部の東西方向の主要な骨格道路として配置し、

市街地区間を中心に整備を図る。 

 

【幹線道路】 

・都市計画道路３・３・１号 蓮沼海浜公園本須賀納屋線、都市計画道路 ３・５・２号 

魚屋前龍立線、都市計画道路３・４・６号富田本須賀納屋線、都市計画道路３・５・

７号富田木原線 

本区域の拠点間の連絡性を強化し、国道 126 号、山武成東インターチェンジを連絡す

る道路として配置し、整備を図る。 
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・都市計画道路 3・4・3 号成東駅南口線、都市計画道路 3・4・8 号津辺富口線 

成東駅周辺地区の骨格を構成する都市交通機軸として配置し、整備を図る。 

 

・都市計画道路 3・4・11 号埴谷線、都市計画道路 3・4・12号雨坪埴谷線、都市計画道

路 3・4・14 号椎崎埴谷線 

埴谷地区、さんぶの森周辺地区、日向駅周辺地区の骨格を構成する都市交通軸として

配置し、整備を図る。 

なお、北口に日向駅北口駅前広場を設ける。 

・都市計画道路 3・4・17 号大堤松尾線、都市計画道路 3・5・18 号松尾富士見台線 

松尾駅北口及び周辺市街地の骨格を構成する都市交通機軸として配置し、整備を図る。 

 

 

 

 

 

ｃ 主要な施設の整備目標 

おおむね 10 年以内に整備を予定する主要な施設等は、次のとおりとする。 

主要な

施設 

名称等 

道路 ・都市計画道路 3・3・1 号蓮沼海浜公園本須賀納屋線 

・都市計画道路 3・4・3 号成東駅南口線 

・都市計画道路 3・5・7 号富田木原線 

・都市計画道路 3・4・9 号和田新泉線 

・都市計画道路 3・4・12 号雨坪埴谷線 

・都市計画道路 1・3・1 号首都圏中央連絡自動車道線 

 

 

 

 

②下水道及び河川の都市計画の決定の方針 

ａ 基本方針 

ア．下水道及び河川の整備の方針 

本区域では未浄化の生活排水の排出により、作田川などの河川、用水路等の汚濁への

対応が大きな課題となっている。 

また、水質汚濁防止、公衆衛生の保持等、良好な居住環境の保全・向上が、強く求め

られている。 

このような状況を踏まえ、市街化の進展や土地利用動向に対応し、公共用水域の水質

保全、生活環境の改善を図り、健全で安全な都市環境及び農業環境の確保に努める。 

また、降雨時の雨水流出を抑制するため、森林や農地の保全とともに、総合的な流出

抑制対策を講じる。 

【下水道】 

市街地においては、地域の特性に応じて効率的・効果的な汚水処理施設や雨水排水施

設の整備を進める。 

市街地外の集落地等においても、生活環境の改善・向上のため、必要に応じて適切な

・都市計画道路３・４・３号成東駅南口線、都市計画道路３・４・８号津辺富口線 

成東駅周辺地区の骨格を構成する都市交通機軸として配置し、整備を図る。 

なお、南口に成東駅南口駅前広場を設ける。 

・都市計画道路３・４・１１号埴谷線、都市計画道路３・４・１２号雨坪埴谷線、都市

計画道路３・４・１４号椎崎埴谷線 

埴谷地区、さんぶの森周辺地区、日向駅周辺地区の骨格を構成する都市交通軸として

配置し、整備を図る。 

なお、北口に日向駅北口駅前広場を設ける。 

・都市計画道路３・４・１７号大堤松尾線、都市計画道路３・５・１８号松尾富士見台

線、都市計画道路３・５・１９号八田富士見台線 

松尾駅北口及び周辺市街地の骨格を構成する都市交通機軸として配置し、整備を図る。 

ｲ．その他 

商業・業務機能が集積し、駐車場需要の高い駅前地区においては、公共駐車場を確保

するよう努める。 

 

ｃ 主要な施設の整備目標 

おおむね１０年以内に整備を予定する主要な施設等は、次のとおりとする。 

主要な

施設 

名称等 

道路・

駅前広場 

・都市計画道路３・３・１号蓮沼海浜公園本須賀納屋線 

・都市計画道路３・４・３号成東駅南口線 

・都市計画道路３・５・７号富田木原線 

 

・都市計画道路３・４・１２号雨坪埴谷線 

・都市計画道路１・３・１号首都圏中央連絡自動車道線 

 

・成東駅南口駅前広場 

・日向駅北口駅前広場 

 

②下水道及び河川の都市計画の決定の方針 

ａ 基本方針 

ｱ．下水道及び河川の整備の方針 

本区域では未浄化の生活排水の排出により、作田川などの河川、用水路等の汚濁への

対応が大きな課題となっている。 

また、水質汚濁防止、公衆衛生の保持等、良好な居住環境の保全・向上が、強く求め

られている。 

このような状況を踏まえ、市街化の進展や土地利用動向に対応し、公共用水域の水質

保全、生活環境の改善を図り、健全で安全な都市環境及び農業環境の確保に努める。 

また、降雨時の雨水流出を抑制するため、森林や農地の保全とともに、総合的な流出

抑制対策を講じる。 

【下水道】 

市街地における下水道の整備については、地域の特性に応じて効率的・効果的な汚水

処理施設や雨水排水施設の整備を進める。 

市街地外の集落地等においても、生活環境の改善・向上のため、必要に応じて適切な
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汚水処理施設や雨水排水施設の整備と維持を図る。 

【河川】 

本区域は二級河川の作田川、境川、源川、木戸川が流れている。境川及び木戸川につ

いては河川改修済みであり、今後も適切な維持管理に努めていく。また、作田川及び源

川については、豪雨時の浸水被害の軽減を図るため、計画に則り河川改修を進めて行く。 

河川の整備にあたっては、生態系に配慮するとともに、景観、親水性などに配慮し、

地域の人々が利用できる河川空間の形成、保全に努める。 

また、地区の有する従来の保水遊水機能に配慮し、雨水貯留浸透施設の配置などの流

出抑制策を講じ、河川に対する流出量の軽減や流水の正常な機能の維持に努める。 

 

イ．整備水準の目標 

【下水道】 

汚水処理施設については、「千葉県全県域汚水適正処理構想」に基づき、施設の整備

を進める。 

【河川】 

本区域の河川の整備水準としては、河川ごとに定められる計画規模に基づくものとす

る。 

 

ｂ 主要な施設の配置の方針 

ア．下水道 

汚水処理については、整備が完了している農業集落排水処理施設の維持管理を行うと

ともに、合併処理浄化槽の普及促進等を図る。 

雨水排水については、既存の排水路等の施設を有効に活用しつつ、排水施設の整備を

進める。 

イ．河川 

二級河川作田川及び源川の河川改修事業を促進する。 

 

ｃ 主要な施設の整備目標 

おおむね 10 年以内に整備を予定する施設等は、次のとおりとする。 

都市施設 名称等 

河川 二級河川作田川 

 

③その他の都市施設の都市計画の決定の方針 

ａ 基本方針 

健康で文化的な都市生活及び機能的な都市活動を確保するため、必要となるその他の

公共施設について整備を図る。 

 

ｂ 主要な施設の配置の方針 

ア．ごみ処理施設 

ごみの受入れ地域の拡大や、既存施設の経年的な劣化（老朽化）に伴う維持管理費の

増加、災害に備えた強靭性の確保等といった問題や課題に対応するため、ごみ処理施設

の整備を図る。 

 

ｃ 主要な施設の整備目標 

汚水処理施設や雨水排水施設の整備を図る。 

【河川】 

本区域は二級河川の作田川、境川、源川、木戸川が流れている。境川及び木戸川につ

いては河川改修済みであり、今後も適切な維持管理に努めていく。また、作田川及び源

川については、豪雨時の浸水被害の軽減を図るため、計画に則り河川改修を進めて行く。 

河川の整備にあたっては、生態系に配慮するとともに、景観、親水性などに配慮し、

地域の人々が利用できる河川空間の形成、保全に努める。 

また、地区の有する従来の保水遊水機能に配慮し、雨水貯留浸透施設の配置などの流

出抑制策を講じ、河川に対する流出量の軽減や流水の正常な機能の維持に努める。 

 

ｲ．整備水準の目標 

【下水道】 

汚水処理施設については、「千葉県全県域汚水適正処理構想」に基づき、施設の整備

を進める。 

【河川】 

本区域の河川の整備水準としては、河川ごとに定められる計画規模に基づくものとす

る。 

 

ｂ 主要な施設の配置の方針 

ｱ．下水道 

汚水処理については、合併処理浄化槽の普及促進等を図る。 

雨水排水については、既存の排水路等の施設を有効に活用しつつ、排水施設の整備を

進める。 

 

ｲ．河川 

二級河川作田川及び源川の河川改修事業を促進する。 

 

ｃ 主要な施設の整備目標 

    おおむね１０年以内に整備を予定する施設等は、次のとおりとする。 

都市施設 名称等 

河川 二級河川作田川 
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おおむね 10 年以内に整備を予定する施設等は、次のとおりとする。 

都市施設 名称等 

ごみ処理施設 （仮称）新ごみ処理施設 

 

4）自然的環境の整備又は保全に関する主要な都市計画の決定の方針 

①基本方針 

本区域は、北部丘陵地帯の樹林や斜面林、中央部の平地から南部の海岸に至る「丘陵

地域」、「市街地地域」、「田園地域」や「海浜地域」へと変化に富む自然環境を有し、作

田川（境川・源川）及び木戸川が、丘陵地から平野部を貫流して太平洋にそそいでいる。 

「丘陵地域」は、山武杉をはじめとした自然環境に恵まれ、貴重な森林資源が豊富で

ある。また、これら森林は、景観だけでなく、気候の調節や保水など環境維持の面でも

重要な役割を果たしている。 

「市街地地域」では、住民にとって身近な公園・緑地を配置し、魅力ある居住環境の

形成が求められている。 

「田園地域」は、田園農地、屋敷林及び境内地の樹林等が、緑あふれる環境を造り出

している。 

「海浜地域」は、碧い海と緑豊かな防風林が、白砂青松の優れた自然景観を織りなし

ている。 

これらは、本区域の自然環境の骨格をなすものであるとともに、景観上及び防災上も

重要な機能を担っている。 

このような状況を踏まえ、整備又は保全について、次のように進める。 

 

●景観計画により、将来にわたり区域内の魅力ある景観の保全・育成に努める。 

 

●住民の安全や潤いを守る骨格となる緑の保全育成を図る。 

●各地域に豊富に存在する地域資源等を主要な道路、河川等により有機的に結びつけ、

人々が潤い・やすらぎを感じる「水と緑のネットワーク」の形成を図る。 

●現況の緑豊かな自然環境の維持・保全に努め、道路、河川、公園・緑地等の緑化及び

維持管理を地域住民及びＮＰＯ等の市民団体との協働により進める。 

●高潮及び海岸侵食から良好な白砂青松等の環境を保全するため、海岸保全施設の適正

な管理を行う。 

●県立九十九里自然公園区域については、自然環境の保全、生態系の保護などの観点か

ら保全・育成に努める。 

 

・緑地等の確保目標水準 

一般住宅地等の市街地における緑の量を増加させるため、公共施設においては温熱環

境の緩和に資する屋上緑化・壁面緑化、民有地においては生け垣の設置等による緑化を

推進する。 

また、公共施設の整備、民有地の緑化において雨水浸透・貯留に資するレインガーデ

ン等のグリーンインフラの導入を促進する。 

工業団地等においては、周辺環境と調和するよう敷地内の緑化を促進する。 

 

・都市公園等の施設として整備すべき緑地の目標水準 

都市公園は、街区公園が 3 か所、近隣公園が 1 か所、地区公園が 2 か所、運動公園が

 

 

 

 

４）自然的環境の整備又は保全に関する主要な都市計画の決定の方針 

①基本方針 

本区域は、北部丘陵地帯の樹林や斜面林、中央部の平地から南部の海岸に至る「丘陵

地域」、「市街地地域」、「田園地域」や「海浜地域」へと変化に富む自然環境を有し、作

田川（境川・源川）及び木戸川が、丘陵地から平野部を貫流して太平洋にそそいでいる。 

「丘陵地域」は、山武杉をはじめとした自然環境に恵まれ、貴重な森林資源が豊富で

ある。また、これら森林は、景観だけでなく、気候の調節や保水など環境維持の面でも

重要な役割を果たしている。 

「市街地地域」では、住民にとって身近な公園・緑地を配置し、魅力ある居住環境の

形成が求められている。 

「田園地域」は、田園農地、屋敷林及び境内地の樹林等が、緑あふれる環境を造り出

している。 

「海浜地域」は、碧い海と緑豊かな防風林が、白砂青松の優れた自然景観を織りなし

ている。 

これらは、本区域の自然環境の骨格をなすものであるとともに、景観上及び防災上も

重要な機能を担っている。 

このような状況を踏まえ、整備又は保全について、次のように進める。 

 

●景観行政団体として景観計画を策定しており、市内の魅力ある景観を将来にわたり保

全・育成に努める。 

●住民の安全や潤いを守る骨格となる緑の保全育成を図る。 

●各地域に豊富に存在する地域資源等を主要な道路、河川等により有機的に結びつけ、

人々が潤い・やすらぎを感じる「水と緑のネットワーク」の形成を図る。 

●現況の緑豊かな自然環境の維持・保全に努め、道路、河川、公園・緑地等の緑化及び

維持管理を地域住民及びＮＰＯ等の市民団体との協働により進める。 

●高潮及び海岸侵食から良好な白砂青松等の環境を保全するため、海岸保全施設の適正

な管理を行う。 

●県立九十九里自然公園区域については、自然環境の保全、生態系の保護などの観点か

ら保全・育成に努める。 

 

・緑地等の確保目標水準 

緑地確保目標水準 

(平成４７年) 

将来市街地に対する割合 都市計画区域に対する割合 

約 10％ 

（約 86ha） 

約 66％ 

（約 9,641ha） 

 

 

・都市公園等の施設として整備すべき緑地の目標水準 
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1 か所、広域公園が 1 か所整備され、令和 2 年 4 月 1 日現在の都市計画区域人口 1 人当

たりの公園面積は 14.3 ㎡/人となっている。 

今後は、既存の公園・緑地の維持・増進を図るとともに、日常的な運動の場や、子ど

もの遊び場となる身近な公園の充実を図るため、周辺の公園・緑地の配置や規模等の状

況を踏まえ、整備を検討する。 

なお、概ね 20 年後には、住民一人当たりの都市公園等面積 20 ㎡以上を目標とする。 

 

② 主要な緑地の配置の方針 

ａ 環境保全系統 

ア．丘陵地域 

丘陵地域の樹林や斜面林は、本区域の自然環境を構成する重要な緑であり、都市的土地

利用との調整を図りつつ、貴重な動植物とともに適正に保全育成を図る。 

イ．自然植生地 

地域森林計画対象民有林、保安林、教育の森などは、重要な緑地であり、特に森林整

備計画に将来の整備の方向性が位置づけられた森林については優先的に保全する。 

ウ．田園地域及び市街地地域 

田園地域及び市街地地域の樹林地、屋敷林、生け垣及び境内林等の身近な緑地は、市

街地や集落の生活環境を向上させることから、生け垣の奨励等により民有地の緑化を促

進し、保全・育成を図る。 

エ．河川沿いの緑地 

作田川、境川、木戸川及びその他河川沿いの谷津田、ため池等は、貴重な緑の一翼を

担い重要であることから、これらの保全を図る。 

オ．文化財と結び付いた緑地 

古墳群が広がる台地は、貴重な遺産であり、文化財となっている寺社の周辺緑地は、

景観上も貴重なことから、その保全を図る。 

カ．海浜地域 

海浜地域における白砂青松は、本区域の重要な資源であることから、環境の保全・形

成を図るとともに、松林においては保安林として適正な管理・育成に努める。 

キ．工業地周辺 

既存工場、工業団地の計画地周辺で緑化協定等を活用しつつ、緩衝緑地の配置又は既

存樹林・緑地等の保全に努める。 

 

ｂ レクリエーション系統 

ア．地域全体 

県立蓮沼海浜公園を始めとする基幹的な公園について、機能の維持・増進を図るとと

もに、市街地地域においては、日常生活の中で身近に利用することができる都市公園を

適正に配置し、集落地においても地区住民の交流の場となる広場の整備を図る。 

さらに、公園や豊富な地域資源等を河川等により「水と緑のネットワーク」として有

機的に結びつけ、散策路等を通じて、人々が潤い・やすらぎを感じることができるよう

な空間を確保する。 

イ．広域的レクリエーション 

蓮沼海浜公園及び九十九里自然公園を広域的レクリエーション地として、通年型の交

流・レクリエーションの場として整備の推進を図る。 

ウ．スポーツ・レクリエーション 

年  次 平成２２年度 平成３７年度 平成４７年度 

都市計画区域人口 

一人当りの目標水準 
 24 ㎡／人  27 ㎡／人  31 ㎡／人 

  

 

② 主要な緑地の配置の方針 

ａ 環境保全系統 

ｱ．丘陵地域 

丘陵地域の樹林や斜面林は、本区域の自然環境を構成する重要な緑であり、都市的土

地利用との調整を図りつつ、貴重な動植物とともに適正に保全育成を図る。 

ｲ．自然植生地 

地域森林計画対象民有林、保安林、教育の森などは、重要な緑地であり、特に森林整

備計画に将来の整備の方向性が位置付けられた森林については優先的に保全する。 

ｳ．田園地域及び市街地地域 

田園地域及び市街地地域の樹林地、屋敷林、生け垣及び境内林等の身近な緑地は、市

街地や集落の生活環境を向上させることから、生け垣の奨励等により民有地の緑化を促

進し、保全・育成を図る。 

ｴ．河川沿いの緑地 

作田川、境川、木戸川及びその他河川沿いの谷津田、ため池等は、貴重  な緑の一

翼を担い重要であることから、これらの保全を図る。 

ｵ．文化財と結び付いた緑地 

古墳群が広がる台地は、貴重な遺産であり、文化財となっている寺社の周辺緑地は、

景観上も貴重なことから、その保全を図る。 

ｶ．海浜地域 

海浜地域における白砂青松は、本区域の重要な資源であることから、環境の保全・形

成を図るとともに、松林においては保安林として適正な管理・育成に努める。 

ｷ．工業地周辺 

既存工場、工業団地の計画地周辺で緑化協定等を活用しつつ、緩衝緑地の配置又は既

存樹林・緑地等の保全に努める。 

 

ｂ レクリエーション系統 

ｱ．地域全体 

県立蓮沼海浜公園を始めとする基幹的な公園について、機能の維持・増進を図るとと

もに、市街地地域においては、日常生活の中で身近に利用することができる都市公園を

適正に配置し、集落地においても地区住民の交流の場となる広場の整備を図る。 

さらに、公園や豊富な地域資源等を河川等により「水と緑のネットワーク」として有

機的に結びつけ、散策路等を通じて、人々が潤い・やすらぎを感じることができるよう

な空間を確保する。 

ｲ．広域的レクリエーション 

蓮沼海浜公園及び九十九里自然公園を広域的レクリエーション地として、通年型の交

流・レクリエーションの場として整備の推進を図る。 
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成東総合運動公園及びさんぶの森公園については、住民相互のコミュニケーションを

図り、スポーツ振興と健康増進を目的として、積極的な活用を図るとともに、スポーツ・

レクリエーション施設の充実に努める。 

エ．地域資源を活用した公園 

森林、田園、水辺、文化財等を保全・活用し、子供の遊び場や集会の場等となる多様

な公園を配置する。 

 

オ．水と緑のネットワークの形成 

既存の自然歩道に加えて、作田川、境川、木戸川沿い及び都市公園等を結ぶ遊歩道等

を配置する。 

 

ｃ 防災系統 

ア．地域全体 

水害、土砂災害、地震及び津波等の災害に対応するため、海岸沿いの保安林の適正な

管理・保全や保水機能を有する森林、大雨時等に遊水機能を発揮する農地等及び急傾斜

地崩壊を抑制する斜面緑地の保全やその機能を生かした災害対策を推進する。 

また、道路・河川等を生かした延焼防止機能をもつ緑地軸の保全・創出を図る。 

イ．指定緊急避難場所 

指定緊急避難場所の緑地を確保し、防災機能の強化を図る。 

ウ．市街地 

災害時における安全を確保するため、市役所・学校・公園等の避難場所を市街地内に

体系的に確保するとともに、避難路の整備を図る。 

また、屋敷林等は延焼防止機能を持っていることから、地域住民とともに保全を図る。 

さらに、新たな市街地形成にあたっては、適正な道路空間の配置や宅地内の緑の確保、

オープンスペースの確保などにより、防災性の高い市街地の形成を図る。 

 

エ．海浜地域 

潮風害の防止及び津波等による災害防止のため、海岸沿いの保安林の適正な管理・保

全を図る。 

また、東日本大震災による津波被害を受け、津波浸水想定区域内を優先整備対象区域

と位置づけ、避難道路及び避難施設の段階的整備を実施する。 

 

ｄ 景観構成系統 

ア．地域全体 

豊かな緑を背景とした田園景観、丘陵斜面に沿った歴史的価値を内包す    る景

観、白砂青松と海岸線の調和した景観等は、本区域の特性を表す景観源であることから

保全を図る。 

イ．丘陵地 

丘陵地の樹林や斜面林は、本区域の景観を構成する重要な緑であり保全を図る。 

ウ．市街地 

公園の整備や公共施設・住宅の緑化等によって、緑豊かな市街地の景観の向上を図る。

また、斜面緑地等の景観に配慮した市街地の形成に努める。 

 

 

ｳ．スポーツ・レクリエーション 

成東総合運動公園、松尾運動公園及びさんぶの森公園については、住民相互のコミュ

ニケーションを図り、スポーツ振興と健康増進を目的として、積極的な活用を図るとと

もに、スポーツ・レクリエーション施設の充実に努める。 

ｴ．地域資源を活用した公園 

森林、田園、水辺、文化財等を保全・活用し、子供の遊び場や集会の場等となる多様

な公園を配置する。また駅前の商業地や住宅地において、本市の魅力を高める緑を（公

園・緑の街並み）配置する。 

ｵ．水と緑のネットワークの形成 

既存の自然歩道に加えて、作田川、境川、木戸川沿い及び都市公園等を結ぶ遊歩道等

を配置する。 

 

ｃ 防災系統 

ｱ．地域全体 

水害、土砂災害、地震及び津波等の災害に対応するため、海岸沿いの保安林の適正な

管理・保全や保水機能を有する森林、大雨時等に遊水機能を発揮する農地等及び急傾斜

地崩壊を抑制する斜面緑地の保全を図る。 

また、道路・河川等を生かした延焼防止機能をもつ緑地軸の保全・創出を図る。 

ｲ．広域避難場所 

広域避難場所の緑地を確保し、防災機能の強化を図る。 

ｳ．市街地 

災害時における安全を確保するため、市役所・学校・公園等の避難場所を市街地内に

体系的に確保するとともに、避難路の整備を図る。 

また、屋敷林や生け垣、社寺林は延焼止めとなるので保全を図るとともに、公園や学

校、屋敷林や寺社林等のネットワークによって、防災機能を高める。 

さらに、新たな市街地形成にあたっては、適正な道路空間の配置や宅地内の緑の確保、

オープンスペースの確保などにより、防災性の高い市街地の形成を図る。 

ｴ．海浜地域 

潮風害の防止及び津波等による災害防止のため、海岸沿いの保安林の適正な管理・保

全を図る。 

また、東日本大震災による津波被害を受け、津波浸水想定区域内を優先整備対象区域

と位置づけ、避難道路及び避難施設の段階的整備を実施する。 

 

ｄ 景観構成系統 

ｱ．地域全体 

豊かな緑を背景とした田園景観、丘陵斜面に沿った歴史的価値を内包する景観、白砂

青松と海岸線の調和した景観等は、本区域の特性を表す景観資源であることから保全を

図る。 

ｲ．丘陵地 

丘陵地の樹林や斜面林は、本区域の景観を構成する重要な緑であり保全を図る。 

ｳ．市街地 

公園の整備や公共施設・住宅の緑化等によって、緑豊かな市街地の景観の向上を図る。

また、幹線道路は、地域の特性が感じられるような緑化に努めるとともに、ポケットパ

ークやストリートファニチュア等のアメニティ施設の整備を図る。さらに、斜面緑地等
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エ．成東駅南側周辺地区 

市の玄関口としてふさわしい景観の保全・育成に重点的に取り組む地区として「成東

駅南側周辺地区」を景観計画重点地区とし、よりきめ細やかな景観形成に取り組む。 

オ．田園 

本区域の景観上の特徴である広く開けた田園景観を守る。 

カ．海浜 

海岸線の砂浜と松林が調和した景観の保全を図る。 

キ．木戸川・作田川等 

木戸川を始めとする河川や区域内の水路は、潤いのある豊かな水辺景観として配置す

るとともに、河川沿いへの植樹等、住民が水や緑とのふれあいをもてる水と緑のネット

ワーク軸として配置する。 

    

ｅ その他 

ア．地域全体 

本地域の貴重な景観資源について、保全・活用を図る。 

イ．歴史・文化的資源 

古木や社寺の社等は、緑地と一体となる歴史的・文化的資源として保全・活用を図る

とともに、国の天然記念物に指定されている成東・東金食虫植物群落について保全・活

用を図る。 

 

③実現のための具体の都市計画制度の方針 

ａ 公園緑地等の施設緑地 

ア．街区公園・近隣公園等 

新市街地においては、開発に合わせ、身近な公園・緑地の整備を図る。 

丘陵地においては、里山や歴史的・文化的資産の保全等を目的とし、整備を推進する。 

既存の市街地や集落では、公民館、社寺境内地、空き地を活用した緑地空間の確保に

努める。 

イ．運動公園・地区公園 

成東総合運動公園及びさんぶの森公園等の基幹的な公園については、都市公園として

の位置づけを行い、健康の維持増進や交流の場としての活用などを図るため、適切な維

持管理に努め、施設の充実を図る。 

ウ．レクリエーション都市等 

蓮沼海浜公園をはじめとする海岸部は、親水性の高い公園・広場・緑道等を整備し、

住民をはじめ、広域のレクリエーションの場としての計画的整備を図る。 

 

ｂ 地域制緑地 

市街地や集落地内の良好な屋敷林、境内林及び数少なくなった松林等については、植

生及び歴史的価値等を踏まえ、必要に応じて条例等に基づき、積極的な保存樹・保存樹

林の保全を図る。 

圏央道建設工事から守られた貴重なトウキョウサンショウウオ産卵地及び、その成長

後の活動場所として必要な後背の斜面緑地を保全する。 

の景観に配慮した市街地の形成に努める。 

ｴ．成東駅南側周辺地区 

市の玄関口としてふさわしい景観の保全・育成に重点的に取り組む地区として「成東

駅南側周辺地区」を景観計画重点地区とし、よりきめ細やかな景観形成に取り組む。 

ｵ．田園 

本区域の景観上の特徴である広く開けた田園景観を守る。 

ｶ．海浜 

海岸線の砂浜と松林が調和した景観の保全を図る。 

ｷ．木戸川・作田川等 

木戸川を始めとする河川や区域内の水路は、潤いのある豊かな水辺景観として配置す

るとともに、河川沿いへの植樹等、住民が水や緑とのふれあいをもてる水と緑のネット

ワーク軸として配置する。 

    

ｅ その他 

ｱ．地域全体 

本地域の貴重な景観資源について、保全・活用を図る。 

ｲ．歴史・文化的資源 

古木や社寺の社等は、緑地と一体となる歴史的・文化的資源として保全・活用を図る

とともに、国の天然記念物に指定されている成東・東金食虫植物群落について保全・活

用を図る。 

 

③実現のための具体の都市計画制度の方針 

ａ 公園緑地等の施設緑地 

ｱ．街区公園・近隣公園等 

新市街地においては、開発に合わせ、身近な公園・緑地の整備を図る。 

丘陵地においては、里山や歴史的・文化的資産の保全等を目的とし、整備を推進する。 

既存の市街地や集落では、公民館、社寺境内地、空き地を活用した緑地空間の確保に

努める。 

ｲ．総合公園・運動公園 

成東総合運動公園、松尾運動公園及びさんぶの森公園等の基幹的な公園については、

都市公園としての位置付けを行い、健康の維持増進や交流の場としての活用などを図る

ため、適切な維持管理に努め、施設の充実を図る。 

ｳ．レクリエーション都市等 

蓮沼海浜公園をはじめとする海岸部は、親水性の高い公園・広場・緑道等を整備し、

住民をはじめ、広域のレクリエーションの場としての計画的整備を図る。 

 

ｂ 地域制緑地 

市街地や集落地内の良好な屋敷林、境内林及び数少なくなった松林等については、植

生及び歴史的価値等を踏まえ、必要に応じて条例等に基づき、積極的な保存樹・保存樹

林の保全を図る。 

圏央道建設工事から守られた貴重なトウキョウサンショウウオ産卵地及び、その成長

後の活動場所として必要な後背の斜面緑地を保全する。 

 


